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ふ じ も と    や す   ふ み

　『古事記』完成１３００年を契機に、昨年度から開催している古事記輪

読会。知っているようで知らない『古事記』を売太神社藤本保文宮司と

一緒に読んでいきます。売太神社は『古事記』編纂者の一人と言われる

稗田阿礼を主斉神として祀る古社。その売太神社の藤本宮司と一緒に、

神話の世界から古代の歴史の姿を探ります。
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『古事記』を読む
2013

主　　催

講　   師 藤本  保文 氏 （売太神社宮司）

開催日時 平成２５年７月より平成２６年２月まで全８回
毎月第２木曜日　１４：００～１５：３０

第1回　　７月１１日
第2回　　８月　８日
第3回 　９月１２日
第4回　１０月１０日

第5回　１１月１４日
第6回　１２月１２日
第7回　　１月　９日
第8回　　２月１３日

※講師の都合により、変更することがあります。

参加費
無料

 ※参加者は、第１回講座までに
　各自必ずご購入の上、毎回持参してください。

奈良県立図書情報館　１階交流ホール

対　　象 全８回通して参加いただける方で、初めてお申込みされる方、
もしくは昨年度の抽選に漏れた方に限ります。
昨年度受講された方や受講資格を得られた方はお申込みに
なれません。お申込みされても無効とします。

会　　場

要申込…申込方法は裏面をご覧ください。申　　込

奈良県立図書情報館　１階交流ホール

40名
定員

応募多数の
ときは抽選

（全８回すべて受講された方には、当館と藤本宮司より修了証を授与します。）

対　　象 全８回通して参加いただける方で、初めてお申込みされる方、
もしくは昨年度の抽選に漏れた方に限ります。
昨年度受講された方や受講資格を得られた方はお申込みに
なれません。お申込みされても無効とします。

売太神社 藤本保文宮司と

会　　場

● テキスト

要申込…申込方法は裏面をご覧ください。申　　込

め　た
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め　たひえだのあれ

 新版 古事記 現代語訳付き
 (角川ソフィア文庫)
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『古事記』を読む 2013
売太神社 藤本保文宮司と

往復はがきにてお申込みください。
　　　　　　　　　   （１通１名）
締め切り　６月２１日（金）必着
※６月２5日（火）以降に参加の可否および、
　参加決定者には受講案内をお知らせします。
※参加の可否について、電話でのお問合せには
　応じかねます。

Ａ

ＢＣ

往信

返信

Ａ.往信の宛名面
　 〒630-8135　奈良市大安寺西１－１０００
　 奈良県立図書情報館「古事記輪読会」担当あて
Ｂ.往信の文面
　 ①郵便番号・住所②氏名③年齢④連絡先電話番号、
　 ⑤「古事記輪読会参加希望」をご記入ください。
Ｃ.返信の宛名面
　 ①送り先の郵便番号・住所②氏名をご記入ください。

【交通アクセス】
●近鉄奈良駅より
奈良交通バス停 (８番のりば) から「県立図書情報館行き 
(22系統)」に乗車し、終点。所要時間約20分。
●ＪＲ奈良駅より
奈良交通バス停(10番のりば)から「県立図書情報館行き(22
系統)」に乗車し、終点。所要時間約15分。
●近鉄新大宮駅より
駅南口バス停から「四条大路南町行き(８系統)」に乗車し、
県立図書情報館西口下車。徒歩５分。所要時間約15分。
●自家用車利用
国道24号線の柏木町交差点を東に折れ、１つ目の信号を
左折。約700メートル先の左手側。駐車スペース：普通車
311台。１時間までは無料、それ以降は１時間毎に100円。

〒630-8135 
奈良市大安寺西１丁目１０００番地
TEL 0742-34-2111  FAX 0742-34-2777  
【U  R  L】 http://www.library.pref.nara.jp
【E-mail】 info@library.pref.nara.jp 

■申込方法

さるたひこのかみ

売太神社
め た

稗田阿礼
ひ え だ の あ れ

あめのうずめのみこと

あめのうずめのみこと

あめのうずめのみこと

ひ え だ の あ れ

ひ え だ の あ れ

さるたひこのかみ

さるめのきみ

とねり

あめのうずめのみこと

さるめのきみ

よ

奈良県大和郡山市稗田町にある神社。古事記編纂に携わっ
た稗田阿礼を主斎神（主祭神）、天宇受売命、猿田彦命を副
斎神（配祀神）として祀る。稗田阿礼命は学問の神、物語の
神。天宇受売命は芸能の始祖神。猿田彦命は土地、方位の
神とされる。稗田の地は、太古より天宇受売命を太祖とする
猿女君（稗田氏）が居住していた。

「古事記」編纂者の一人。稗田氏は天宇受売命を始祖とする
猿女君と同族。奈良時代、天武天皇に舎人として仕え、２８
歳のとき、記憶力の良さを見込まれて『帝紀』『旧辞』等の誦
習を命ぜられた。元明天皇の代、詔により太安万侶が阿礼
の誦するところを筆録し『古事記』を編んだとされる。阿礼に
ついて古事記は「目にわたれば口に誦み、耳にふるれば心
にしるす」（一度目や耳にしたことは忘れなかった）と驚異
的な記憶力を記している。


